
月例情報市場報告 

ながのボランティア・市民活動支援ネットワーク  

6 月 15 日(水)、月例情報市場を開催いたしました。 

参加いただいた皆様、ありがとうございました。 

 

今回の 参加者は以下の通りです。 

 

 順不同 

★ねこの命をつなぐ会 関さん・百瀬さん 

★プロジェクト亞里沙 臼井さん 

★ボランティアセンター 小宮山さん・宇都宮さん  

★精神保健福祉ボラ ホワイトナッツ 本田さん 

★市民共同サポートセンター 廣田さん 

★(福)森と木 久保さん 

★ながの赤い糸の会 太田さん 

★NPO法人みどりの市民 渡辺さん 

★司会 込山会長 

 

久保さん：「森と木創業祭」のお知らせがあります。 

小宮山さん：7月 5日「ボランティア・地域づくりコーディネート力講座」が 7月 5日(火)

～平成 29年 1月 29日(火)まで全 7回あります。今日はその広報に参りました。 

太田さん：6月 18日(土)「長野の婚活最前線」のお知らせに来ました。 

臼井さん：着ぐるみで町興しみたいなことやっています。今日はみなさんからの情報を頂

に来ました。            

関さん・百瀬さん：ささえあい応援金を是非いただきたく本日参加させていただきました。

18日の当日は百瀬さんがプレゼンテーションを行います。 

本田さん：7月 2日(土)3日(日)志賀高原を楽しもう(1泊旅行)のお知らせに来ました。18日

午前中にその打ち合わせを行い、午後はささえあい応援金に申請したみなさんの応援に行

きたいと思います。 

廣田さん：「ながのこどもわくわくフェスタ」7月 24 日(日)長野ビックハットで行います。 

渡辺さん：6 月 21 日～7 月 7 日「ライトダウンキャンペーン」と 7 月 1 日 JR 長野駅善光

寺口駅前広場で行います「キャンドルナイトコンサート」のお知らせに参りました。とい

うみなさんの自己紹介から始まりました。 

 

初参加の関さん：殺処分になりそうな猫を民家の 2 階で新しい里親が見つかるまで保護す

る活動をやっています。今問題になっているのは高齢者が猫を飼っていて、突如入院して



しまったり亡くなってしまったりする。また去勢していないためにどんどん猫が増えしま

うなどということ。そこで「ねこ塾」を開いて

みたらどうかと思った。猫好きな人に集まって

もらい獣医さんの話を聞いたりして近所トラ

ブルの解決にもつながると思う。 

 

 

 

 

 

本田：私は猫が嫌いだけど、こういう活動が長く続いてほしいと思う。ささえあい応援金

の時だけでなく是非その後も続けと欲しい。 

関・百瀬：もちろん長く続けて行く。このねこ塾を成功させて保健所でやっている講習会

の模範となりたい。私たちは猫の室内飼いを推奨している。室内のケージに入れるという

ことは非常の場合、震災の時にもケージに慣れていると安心して入っていられる。また、

交通事故にもあわないし、病気をうつされることもない。近所でいたずらすることもなく

なる。 

猫が好きな人が近所の人とトラブルを起こすことなく調和していくことも「ねこ塾」で広

めたいと思っている。 

込山さん：「ねこ塾」の小さな冊子を作ってきてくれましたが、とても良い内容です。しか

し問い合わせ先が入っていないですね、これでは言い放しになってしまう。17 日までにき

ちんと作り直して 18日に挑んでいただけたらより良いプレゼンになると思います。 

臼井：ねこカフェというのはどうでしょう。 

関：一時のものであることが多いのでどうかと思う。ブームが去ったあとどうするのかと

考えると、やはり地に足をつけた活動が大切だと思える。 

本田：アニマルセラピーでは犬や猫がとても癒しになっていることは経験上よくしってい

る。だからこそ、是非頑張ってほしい。 

 

 



 

 

込山：ほぼ初参加の廣田さんいかがですか。 

廣田：今回の「ながのこどもわくわくフェスタ」の目的は子供に楽しんでもらうことはも

ちろん、子育てに関するいろいろな人や団体に横のつながりを持ってもらうことです。ま

た、今日の情報市場に企業の方の参加はありませんでしたが、是非企業の方に当日子供達

に配る品物を提供してほしい。みなさんのお知り合いでそのような方をご存知でしたらご

協力ください。 

 

 

渡辺：ながのボランティア・市民活動支援ネットワークも協力していただいていますライ

トダウンキャンペーン・ライトダウンコンサートのお知らせです。ライトアップに慣れた

日常から離れ、少しだけ電気を消して過ごしてみませんか。コンサートはシンガーソング

ライターの清水まなぶさん葦木啓夏さんが出演します。入場は無料です。 

キャンドルは手作りで結構大変な作業となる。スタッフの高齢化もありボランティアを頼

みたいが・・・・。 

久保：良かったら森と木でやります。そういう作業を通して色々な人とかかわっていきた

いです。 

渡辺：でしたら、ビンへのペインティングをお願いします。 

込山：いい出会いができましたね。 

 

久保さん：「森と木創業祭」のおしらせです。昨年までは本部だけで行ってきましたが、今

年は、「陶芸小屋」「もりから堂」「アトリエキノ」の 3か所でもそれぞれの特徴を生かして、

各地域の方々に知ってもらうという意味も含めて開催します。ぜひ各施設を回っていただ

きたいと思います。 



 

 

               

 

 

太田さん：前回情報市場で天空の里いもい農場さんで耕運機がないというので、私が使わ

ない耕運機があったもので提供し今、畑で大活躍しています。 

今、長野市内で婚活に関わる団体が 15団体あるが、横のつながりを持とうと、18日 10:30

～12:00 市民協働サポートセンター交流スペースで情報を共有することなどを話し合いま

す。どなたでも参加できますのでご参加ください。 

結婚を望んでいてもなかなかできずにいる人が大勢いる、そういった人たちの出会いの場

を作っていく企画を考えています。 

 

            この後、現在の婚活状況・子離れしてない親・等どんどん意見

が出てきました。そして最後に込山会長より、ボランティアの婚活がこの情報市場である

わけでこのように、10 年以上続いています。 また、来月も情報市場よろしくお願いいた

します。と挨拶がありました。 

 

事務局より 



18 日はささえあい応援金の公開審査がふれあい福祉センターで 13:30 から行われます。申

請は 6 団体、ボランティア活動振興事業助成金の申請は 5 団体です。どなたでも見学でき

ます。お気軽にお越しください。                       

 

 以上 

 

 

 

 

 

  

                       

 

 

 


